
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 飲酒あり　計 平均

186

（1.5％）

161

（1.4％）

162

（1.4％）

127

（1.2％）

131

（1.3％）

767

（1.4％）

153.4

（1.4％）

うち死亡事故件数
17

（10.8％）

10

（6.0％）

9

（6.0％）

11

（7.6％）

 9

（6.9％）

56

（7.5％）

11.2

（7.5％）

19

（11.2％）

12

（6.8％）

11

（7.0％）

11

（7.4％）

11

（7.8％）

64

（8.1％）

12.8

（8.0％）

226

（1.6％）

210

（1.6％）

220

（1.6％）

156

（1.2％）

176

（1.5％）

988

（1.5％）

197.6

（1.5％）

飲酒を伴う人身事故件数

飲酒を伴う死者

飲酒を伴う傷者

 

 
 
 
 
 
 
 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №２ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和元年７月 1日発行 

夏の交通安全運動 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故～めざせ 安全で安心な北海道～ 

と き：令和元年7月１２日（金）１０：００～1時間程度 

ところ：エルフィンパーク交流広場（JR北広島駅となり） 

内容：ストップの歌・交通安全宣言 ほか 

「全道」飲酒を伴う交通事故実態(過去 5 ヵ年) 年別発生状況 （北海道警察ホームページより） 

北広島市交通安全市民大会のご案内 

 飲酒を伴う人身事故件数は、減少傾向になっていましたが、平成29年、平成30年は横ばいとなってい

ます。また、死亡事故件数についても平成27年以降横ばいの状態が続いています。 

 このように「事故をおこさなければ・・・。警察に見つからなければ・・・。」という心ないドライバー

によって、飲酒運転ゼロには至っていない状況です。 

 飲酒運転は、人命に関わる犯罪です。 

 私たちの北海道、北広島市内から飲酒運転をするドライバーを根絶するため 

「飲酒運転をしない、させない、許さない」という安全意識が大切です。 

 皆さんが「今まさに、飲酒運転をしそう！している！」という状況を見たり、 

聞いたりしたときは、110番通報をお願いします。 

また、飲酒運転に関する情報について、北海道警察の「飲酒運転ゼロボックス」 

で受け付けています。 

 悲惨な交通事故の撲滅を願って、毎年開催しております！ 

 今年も誓いを新たに交通安全について考えてみませんか？ 

 市民の皆様、多数のご参加をおまちしております!! 

★運動実施期間 7 月 11日（木）～7月20日（土） 

◇運動の重点◇ 
☆飲酒運転の根絶 

☆子供と高齢者の交通事故防止 

☆スピードダウンと居眠り運転の防止 

終了後には道道

江別・恵庭線旧ホク

レンスタンド前に

おいて、通過車両等

に対する街頭啓発

を行う予定です。

（雨天の場合街頭

啓発は中止） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢者の皆さん交通事故に気をつけて 

あなたの行動や心がけで防
げる交通事故があります。 
近年、高齢ドライバーによる

交通事故が増えており、運転
免許を自主的に返納される方
が増えています。 
運転に不安な方は、運転免

許の返納について、ご家族と
話し合ってみましょう。 

★ 事故防止の基本は「安全運転」！ 

★ 無理のない計画を立てましょう！ 

★ シートベルト・チャイルドシートを忘れずに！ 

★ 夕暮れ時はとても危険な時間帯、早めにライトを点灯しましょう！ 

★ 重大事故の原因は、前方不注意・スピードの出しすぎ！ 

★ 歩行者・自転車は反射材等で自分の存在をアピールしましょう！ 

今年は、道内の交通事故死者数のうち、高齢者が全体の７割以上を占めています。 

加害者・被害者にならないために、次のことに注意しましょう。 

【ドライバーの皆さん】 

〇運転前は体調を整える 

〇運転中は周囲の安全を確認する 

〇全席でシートベルトを着用する 

〇長時間の運転は避ける 

【歩行者の皆さん】 

〇渡る前に左右をよく見る 
〇道路の中央で左をまた見る 

〇遠回りでも横断歩道を利用する 

〇白っぽい服装や反射材を活用す

る 

交差点は危険がいっぱい！ 
信号機や横断歩道のある交差点は、信号機、対向車、歩行者などの状況を一瞬で把握しなけれ
ばなりません。 
この時、黄色信号だから対向車は止まってくれるだろう、対向車・歩行者より先に通過できる
だろう、自分は直進だから対向車は右折を待ってくれるだろうと自分中心に考えてしまいます。 
しかし、相手(車、自転車、歩行者)も同じように、自分中心に考えた 
行動をとるので、結果的に交通事故が起きてしまいます。 
 運転する方は、交差点は一番交通事故の多いところという認識を持ち 

運転に集中、安全確認の徹底、脇見運転は厳禁 
に心がけ、譲り合う気持ちを持って運転しましょう。 


